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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に機械室と送風機室とを備える室外機本体外郭の上部開口を覆う長方形状の天面パ
ネルに取手を設けた空気調和機の室外機であって、
　前記天面パネルの長辺部に設けられた長辺側取手と、前記天面パネルの短辺部または側
面パネルに設けられた短辺側取手とを備え、
　前記長辺側取手は、前記天面パネルの長辺部より外方へ突出するが、上面視で、前記室
外機本体外郭の底面部に設けられた脚部の先端位置より外方へ突出させないように設けら
れている
　ことを特徴とする空気調和機の室外機。
【請求項２】
　前記天面パネルの前面側に前記長辺側取手を設けた場合、前面パネル部に設けられた吹
出口に対して庇となるように該長辺側取手の長手方向の長さを、前記吹出口の内径と同等
またはそれ以上の長さとした
　ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外機。
【請求項３】
　前記長辺側取手の位置を示す表示を前記天面パネルに設けた
　ことを特徴とする請求項１または２記載の空気調和機の室外機。
【請求項４】
　前記短辺側取手を前記天面パネルの短辺部に設ける場合、該短辺側取手は、前記天面パ
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ネルの短辺部より外方へ突出するが、上面視で、前記室外機本体外郭の側面パネルに設け
られた突出部の最大突出位置より外方へ突出させないように設けられている
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の空気調和機の室外機。
【請求項５】
　前記長辺側取手の裏側に、手が入る凹部を有する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の空気調和機の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室外機に関し、特にその室外機の取手構造に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の室外機には、据え付けの際などに人が運搬できるように取手が設けられて
いる。このような取手は、天面パネル側面に室外機本体外郭の側面より外方向に突出させ
た状態で設けられている（特許文献１参照）。また、特許文献２のように、「箱体が、箱
本体と、この箱本体の上面の開口を塞ぐ上面部材とから構成し、上記上面部材は短辺側の
端部に一体形成の運搬用の把手部を有し、上記箱本体の側面部は、上記把手部に対応した
位置に一体に箱体内側に凹む凹部と、この凹部に隣り合う平坦部分とを有し、上記凹部は
、その上端面が上記凹部に隣り合う平坦部分の上端面と一体に連続するように箱体内側に
凹み、この凹部の上端面が上記上面部材の下面と接触若しくは近接して位置しており、こ
の凹部と上記把手部との間に指挿入用の空間を有して把手を構成する。」というものもあ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２２７４８７号公報（要約、図１）
【特許文献２】特開２００７－１１３８６１号公報（要約、図７）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のように、天面パネル側面に箱体外郭の側面より外方向に突出させた取手を
設けた空気調和機の室外機は、突出した分だけ製品が大型化し、この取手のためだけに、
梱包部材が大きくなってしまう。また、梱包状態の製品長手方向の大きさが大きくなって
しまうため、製品の輸送効率が悪化するという課題があった。
【０００５】
　空気調和機の室外機において、その内部に設けられる熱交換器は製品の室外機を小型化
するためにＬ字状に形成されていることが多い。そのため、熱交換器の外側を覆うパネル
の側面側には、熱交換器の通風を阻害しないよう、格子状の桟を残して開放する構造が一
般的となっている。そして、室外機の小型化と性能向上のため、熱交換器と外郭パネルの
隙間は最小限まで詰める必要がある。よって、特許文献２のように、室外機の側面に凹部
を設けた場合、その凹部の奥行きは長く（深く）することができず、持ちにくい形状とな
ってしまう。この空間を確保するために、内部の熱交換器と外郭パネルとの間の空間を拡
大した場合、大型化するという課題があった。
【０００６】
　また、特許文献２のように、凹部を設けて側面から手を入れる空間を確保する場合、こ
の凹部に空気を流入させる開口部を設けることは、製造上困難であり、凹部が熱交換器に
流入する空気の流路を遮蔽するため、熱交換器の効率低下の要因となるという課題があっ
た。
【０００７】
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　本発明の目的は、取手を有する空気調和機の室外機において、取手を設けることにより
、室外機及び梱包サイズを大型化することなく、熱交換器に流入する空気を遮蔽しない空
気調和機の室外機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る空気調和機の室外機は、内部に機械室と送風機室とを備える室外機本体外
郭の上部開口を覆う長方形状の天面パネルに取手を設けた空気調和機の室外機であって、
前記天面パネルの長辺部に設けられた長辺側取手と、前記天面パネルの短辺部または側面
パネルに設けられた短辺側取手とを備え、前記長辺側取手は、前記天面パネルの長辺部よ
り外方へ突出するが、上面視で、前記室外機本体外郭の底面部に設けられた脚部の先端位
置より外方へ突出させないように設けられているものである。
【発明の効果】
【０００９】
　上記のように、長辺側取手は、天面パネルの長辺部より外方へ突出するが、上面視で、
室外機本体外郭の底面部に設けられた脚部の先端位置より外方へ突出させないように設け
られているので、長辺側取手の存在のために、室外機及び梱包サイズを大型化することが
なく、また、熱交換器へ空気が流入する開口部を塞がないので、熱交換器の効率を低下さ
せない空気調和機の室外機を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室外機１００の正面図である。
【図２】図１の室外機１００の内部を示す斜視図である。
【図３】図１の室外機１００の外郭部品を示す斜視図である。
【図４】図１の室外機１００の上面図である。
【図５】図４のＹ－Ｙ断面図である。
【図６】本発明の実施の形態２に係る空気調和機の室外機１００の外郭部品を示す斜視図
である。
【図７】図６の室外機１００の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る空気調和機の室外機の実施の形態について、図面を用いて詳細に説
明する。
【００１２】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室外機１００の正面図である。
　この実施の形態１に係る空気調和機の室外機１００は、図１に示すように、箱形に形成
された室外機本体外郭２０を備え、室外機本体外郭２０は、脚部２１を有するベース２２
と、外郭パネル２３と、側面パネル２４と、天面パネル２５と、を備えている。また、外
郭パネル２３の前面パネル部２６には、送風機から吹き出される空気の吹出口２７が設け
られている。
【００１３】
　図２は、図１の室外機１００の内部を示す斜視図で、室外機本体外郭２０のうちベース
２２及び側面パネル２４以外の外郭部品を取り外した内部構造を示すものである。
　室外機１００は、室外機本体外郭２０の内部に、送風機室５と機械室９とを有しており
、各室はセパレーター１０によって分けられている。また、室外機１００内部の各部品は
、脚部２１を有する底面のベース２２の上に保持されている。この脚部２１は、室外機１
００を据付時、室外機１００を固定するために使用されるため、ボルト等をセットできる
ように室外機本体外郭２０よりも外方へ突出して配置されている。
【００１４】
　機械室９には、圧縮機６、冷媒配管７、及び電気品箱８が設けられている。室内機から
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送られた冷媒は、圧縮機６において圧縮され、冷媒配管７を通り、熱交換器１に送られる
。また、電気品箱８は、各部品への電力供給等を行う。
【００１５】
　送風機室５には、Ｌ字状に曲げられた熱交換器１と、送風機２（例えば、プロペラファ
ン）と、送風機２を駆動するモーター３と、モーター３を保持するモーターサポート４と
が設けられている。熱交換器１は、側面側平面部１ａと角部１ｂと背面側平面部１ｃとに
より構成されている。そして、送風機２が動作することにより、熱交換器１の側面側平面
部１ａ、角部１ｂ、背面側平面部１ｃを通過して室外機１００内に空気が流入し、その空
気は、送風機２を通過し、さらに室外機１００の前方にある前面パネル部２６の吹出口２
７から外部へ吹き出される。これにより、例えば冷房運転中においては、熱交換器１内の
冷媒は空気によって冷却され、熱交換器１を通過した空気は冷媒と熱交換することで過熱
される。
【００１６】
　図３は、図１の室外機１００の外郭部品を示す斜視図である。
　前述のように、室外機１００は、ベース２２、外郭パネル２３、側面パネル２４、及び
天面パネル２５により構成される室外機本体外郭２０を備えている。このうち、外郭パネ
ル２３は、正面視で、室外機１００の前面、左側面及び左側面と背面との間の角部を覆う
ように形成されている。側面パネル２４は、正面視で、室外機１００の右側面と背面の右
側端部とを覆うように形成されている。また、天面パネル２５は、室外機本体外郭２０の
上部開口を覆う蓋部材として構成されている。なお、外郭部品の構成は、上記に限られる
ものではなく、例えば外郭パネル２３及び側面パネル２４が一体となっていてもよい。
【００１７】
　また、外郭パネル２３の左側面部分には、熱交換器１の側面側平面部１ａに空気を流入
させるように多数の開口部２８が形成されている。また、外郭パネル２３の前面パネル部
２６の送風機室５と対応する部分には、前記吹出口２７を形成するベルマウス２７ａと保
護ガード取付用の開口部２７ｂが設けられている。
【００１８】
　ここで、天面パネル２５に設けられる取手について、さらに図４、図５を用いて説明す
る。
【００１９】
　図４は、図１の室外機１００の上面図である。また、図５は、図４のＹ－Ｙ断面図であ
る。
　天面パネル２５は、図４に示すように、長方形状をなしており、室外機１００の上面を
覆う蓋部材である。そして、この天面パネル２５の長辺部（送風機室５側の長辺部）の端
部に長辺側取手３０が長辺部より外方（正面側）へ突出するように設けられている。さら
に、この長辺側取手３０は、上面視で、前記脚部２１の先端位置２１ａより外方へ突出さ
せないように設けられている。すなわち、長辺側取手３０は、天面パネル２５の長辺部よ
り外方へ突出するが、上面視で、脚部２１の先端位置２１ａにおける前面パネル部２６と
平行な仮想線２１ｂより外方へ突出させないように設けられているのである。
　また、長辺側取手３０は、図４では天面パネル２５の前面側長辺部に設けられているが
、背面側長辺部に上記と同様の位置関係で設けてもよい。なお、長辺側取手３０は、板金
加工等にて天面パネル２５と一体に形成することが好ましい。
【００２０】
　天面パネル２５の上面には、長辺側取手３０の近傍に、その取手３０の位置を明示する
表示３１が設けられている。表示３１は、例えば刻印やインキの焼き付け等によるもので
あり、表示３１が容易に消えない手法であればよい。表示３１を設けることにより、運搬
者が長辺側取手３０の場所を発見しやすくなる。
【００２１】
　また、長辺側取手３０は、図５に示すように、裏側に運搬者の指が挿入可能な大きさの
凹部３２を有している。また、長辺側取手３０の下端部３０ａは、Ｕ字状に曲げ加工され



(5) JP 5642053 B2 2014.12.17

10

20

30

40

50

ている。このように構成することにより、運搬者が長辺側取手３０の凹部３２に手を入れ
た際に、板金の端に直接触れないため、持ちやすく、かつ、ケガを防ぐことができる。
【００２２】
　長辺側取手３０は、送風機室５側の天面パネル２５の長辺部端部に配置するのが好まし
い。そのため、短辺側取手３４は、機械室９側の右側面部分に配置される。また、右側の
側面パネル２４には、図４及び図１に示すように、バルブ等が収容された突出部２４ａが
設けられており、突出部２４ａは一般的に短辺側取手３４より大きいものとなっている。
したがって、短辺側取手３４は、従来と同様の構成による取手でも差し支えない。また、
図１に示すように、短辺側取手３４を側面パネル２４の上端近傍に配置してもよく、長辺
側取手３０と同様の構成を採用する場合は、短辺側取手３４を、天面パネル２５の短辺部
に配置してもよい。但し、その場合でも、短辺側取手３４は、天面パネル２５の短辺部よ
り外方へ突出するが、上面視で、前記突出部２４ａの最大突出位置２４ｂより外方へ突出
させないように設ける。
【００２３】
　また、長辺側取手３０と短辺側取手３４は、略対角状の位置に配置することが好ましい
。すなわち、これらの取手３０、３１にて室外機１００を持ち上げるとき、両手を結ぶ線
の略中心に室外機１００の重心位置がくるように配慮して略対角状の位置に配置すれば、
重量バランスがとれて運搬がしやすくなる。
【００２４】
　以上のように、本実施の形態１によれば、長辺側取手３０は、天面パネル２５の長辺部
より外方へ突出するが、上面視で、室外機本体外郭２０の底面部に設けられた脚部２１の
先端位置２１ａより外方へ突出させないように設けたので、長辺側取手３０のためだけで
梱包サイズが大型化することはない。
【００２５】
　また、外郭パネル２３の左側面部分には、熱交換器１に空気を流入させるために、開口
部２８が設けられている。室外機１は前記のような経路で空気が流れ熱交換をするが、長
辺側取手３０はこの空気の流れに関係のない場所に配置されているため、長辺側取手３０
によって熱交換器１の効率を低下させることがない。
【００２６】
実施の形態２．
　図６は、本発明の実施の形態２に係る空気調和機の室外機１００の外郭部品を示す斜視
図であり、図７は、図６の室外機１００の上面図である
　なお、本実施の形態２に係る空気調和機の室外機１００において、特に断らない限り、
実施の形態１と同一の又は相当する構成要素については同一の符号を用いるものとする。
【００２７】
　本実施の形態２においては、外郭パネル２３、側面パネル２４、及び天面パネル２５の
みの室外機本体外郭２０が、図６に示されている。脚部２１を有するベース２２は図示を
省略されている。
　また、天面パネル２５の長辺部に設けられた長辺側取手３３に関して、その突出量は、
実施の形態１と同様であるが、長手方向の長さは、吹出口２７の内径Ｄと同等もしくはそ
れ以上の長さとなっている。すなわち、長辺側取手３３は、図７に示すように、天面パネ
ル２５の前面側に設けた場合であり、その天面パネル２５の長辺部より外方へ突出するが
、その長辺側取手３３の長手方向の長さは、吹出口２７の内径Ｄと同等もしくはそれ以上
の長さとなっていることを特徴としている。なお、この長辺側取手３３の裏側には、図５
に示したような凹部とＵ字状に曲げ加工された下端部が設けられている。
【００２８】
　たとえば、冬季に室外機１００上部に雪が積もり、外気温度が０℃付近で推移した場合
、しばらく運転していないと上部に積もった雪が融け、前面パネル部２６に沿って流れ、
吹出口２７内に流入する場合がある。そして、流入している状態で夜間等外気温度が低下
した場合、この水の流れが凍り、吹出口２７内に氷柱が発生する。または、吹出口２７下
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部に溜まった水が凍り、逆氷柱が発生することがある。
【００２９】
　本実施の形態２において、長辺側取手３３の長手方向の長さを吹出口２７の内径と同等
もしくはそれ以上の長さとしたため、長辺側取手３３が庇の役割を果たし、室外機１００
上部から吹出口２７への浸水を防ぎ、吹出口２７に氷柱を発生させない効果が得られる。
　また、氷柱を発生させないことで、運転開始時送風機２との干渉音または氷柱と接触す
ることによって引き起こされる送風機破損を回避することができる。
　また、吹出口２７の内径よりも長辺側取手３３の長手方向の長さが長いほど、外風が吹
いた場合など横方向からの流入を防ぐことができ、より一層の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００３０】
　１　熱交換器、１ａ　側面側平面部、１ｂ　角部、１ｃ　背面側平面部、２　送風機、
３　モーター、４　モーターサポート、５　送風機室、６　圧縮機、７　冷媒配管、８　
電気品箱、９　機械室、１０　セパレーター、２０　室外機本体外郭、２１　脚部、２１
ａ　脚部の先端位置、２１ｂ　仮想線、２２　ベース、２３　外郭パネル、２４　側面パ
ネル、２４ａ　突出部、２４ｂ　最大突出位置、２５　天面パネル、２６　前面パネル部
、２７　吹出口、２８　開口部、３０　長辺側取手、３０ａ　下端部、３１　表示、３２
　凹部、３３　長辺側取手、３４　短辺側取手、１００　室外機。

【図１】 【図２】



(7) JP 5642053 B2 2014.12.17

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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